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	【議題】戸田市地域で子育て支援を推進する条例（素案）
＜事務局より説明＞
・資料１に基づき、説明。
【質疑】
他の自治体でもこどもの権利条例等が作成されているが、今回戸田市で条例を作成するにあたり、戸田市の現状に即して戸田市にはどのような特徴があるか。
また、条例の１０条から１６条までに市の取り組みが挙げられており、基本理念に関係する条項としてこどもは支援される存在になっているが、こどもの主体性やこどもの理念を証明する機会の提供も必要だと考える。条例にこの部分の追加を検討してもらえるか。
現在、こどもに関する条例は１８０団体が策定している状況で、その内容については、大きく分けてこどもの権利を基盤にしたもの、子育て支援を中心とするもの、施策までには踏み込まず、理念的なものを中心にしたものの３つがある。戸田市としては、２番目に挙げた子育て支援を中心とし、早期から地域で子育てを支援していく点が特徴として挙げられる。条例の中では、１０条から１６条に記載されており、特に１３条、１４条、１５条にある「切れ目のない子育て支援」、「安心・安全な環境」、「こどもの居場所」が該当する。
また、こどもの主体性の確保として、基本理念の第３条２号の主体的に社会参加できる環境整備として記載している。具体的な施策は現在記載しておらず、こどもの意見表明の機会は地域に愛着を持つ上でも大切なことになるため、第１０条から１６条の中にこどもの意見表明の機会の提供を加えることを検討したいと思う。
今回実施するアンケートは、小学生から高校生までの１,２００人の児童及び生徒に実施するという認識だったが、小学生の児童にも資料にあるアンケートを実施するということか。

アンケートについては、小学生から高校生までに実施する予定であり、小学生は５年生をアンケートの対象に考えている。５年生の理由としては、実際に大きくなって地域に参加する機会の変化や本人の活動状況を鑑みて、高学年への実施を想定している。また、併せてパブリックコメントも実施する予定のため、幅広く様々な方の意見を取り入れられると考えている。
アンケートの中で「将来の夢や目標はありますか」の質問があるが、この質問内容をどのように条例に反映していくのか。
「将来の夢や目標はありますか」の設問では、こども達が現在、将来の夢や目標に向かって主体的に生活し、取り組んでいることがあるのかを知るために設定している。また、こども基本法ではこどもの意見表明が一番大切なポイントとなるため、アンケート結果からこどもの意見を十分に把握し、こどもの意見に沿って施策に反映していくことを想定している。
保護者に対してアンケート等で意見を聞くのか。
また、条例を制定し、地域で子育て支援を実施していく中で、子育て支援を受けられないこどもや保護者に対するセーフティーネットのようなものは想定しているのか。条例を制定して終わりではなく、条例制定後、地域で子育てを推進していく方法について教えて欲しい。
現状は、保護者を特定してアンケート等を用いて意見を聞くことは想定しておらず、パブリックコメントを通して意見聴取を行う予定である。
セーフティーネットについては、地域に埋もれてしまうこどもをいかに救っていくかということが大事であり、現在も政策を展開している。今回制定する条例で、子育てへの機運を醸成し、福祉機関等のそれぞれの役割を意識していくことが大切だと考える。具体的な施策は未定であるが、この条例の制定を機に支えていくことを考えている。また、条例制定後の子育てを推進していく方法については、三大プロジェクトの大きな施策の１つに位置づけられており、こども健やか部だけでなく、教育委員会や市民生活部等と横断的に取り組んでいくことを考えている。

今回の条例は、今後施策をするために作るということか。

国では、こどもの権利に関する条例の作成以降、こども基本法が作成された。戸田市でもこの条例の作成が契機となり、個々の条例等が明確化され、意識していくことを想定している。
行政の悪いところとして、条例が作成され、新たな組織、活動団体や協議会が増えるが、再編をしてスリム化をすることや根本を見直して再編成をすることが非常に欠けていると思う。そのため、こども達を取り巻く関係団体等が疲弊してしまう。戸田市では、こども達の支援だけでなく、このような関係団体等への支援も併せて行うことが良いと考える。
金子会長のおっしゃる通りであり、関係団体の方が疲弊してしまっては元も子もないと考える。条例では、市の責務の強化をしているので、市の役割を果たしていく。
アンケートを実施する際に、児童及び生徒に対して、事前にアンケートを実施する意図や意義について授業等で説明をする予定か。アンケート実施後、集計結果の公表は行うのか。
また、アンケート項目には自由記述欄が設けられているが、命の危険を感じさせるような記載があった場合、アンケートの利用は制限されるのか。または、学校や保護者にお伝えし、問題解決に努めるのか。

アンケート実施時に、アンケートの目的を十分に理解してもらう上での回答とそうではない回答では、回答内容が変わってくると考える。そのため、アンケートの目的を十分に理解してもらうために、児童及び生徒に説明する時間を設ける予定である。アンケートの集計結果については、次回または次々回の児童福祉審議会で公表予定である。
アンケートの利用の制限については、匿名でのアンケート回答のため、児童や生徒が特定できないようになっている。命の危険を感じさせるようなマイナスの表現があった場合には、学校と学年の特定はできるため、教育委員会と情報共有を行いたいと思う。
利用制限を行うが、マイナスの意見が記入された場合には、学校や教育委員会と情報共有することは、矛盾していると思う。利用制限の部分が曖昧になると児童や生徒が自分の意見を十分に伝えられなくなる可能性があるため、利用制限については検討が必要だと考える。

条例の中で市の責務、役割や連携が謳われているが、例えば年に１回、児童福祉審議会や役割を担っている関係機関等に報告や連絡があるのか。
報告や連絡する機会は大切だと考えており、報告や連絡の手段については今後検討予定である。

委員からの意見や事務局からの説明があったため、個人的な質問はないが、こども達や保護者が安心・安全に生活できるように、これからも力を合わせて皆と頑張っていきたいと思う。
アンケートの回答内容がこどもを取り巻く環境によって、マイナスな意見が出てくる可能性があるため、そのような意見が出た時の対応を事前に考えておく必要があると考える。
今回の資料では中学生及び高校生に対するアンケートだが、今後小学生にも実施する予定のため、小学生にも簡単に答えられるアンケート内容を検討して欲しい。また、特に年齢が低くなるほど保護者の意見がこどもの意見になってしまうことがあるため、保護者に対する何か対応があると良いと考える。

アンケート内容を十分に分析し、施策に反映していくことが目的のため、十分に分析していきたいと思う。
委員からの貴重な意見を条例に十分反映し、条例づくりをよろしくお願いします。

【報告案件】公立学童保育室の待機児童数（令和５年４月１日現在）について
＜事務局より説明＞
・資料２に基づき、説明。
【質疑】
資料に戸田市の全児童数を記載して欲しい。全児童数が記載されることで、全体の何パーセントが学童を利用しているのか、利用の推移や今後の傾向等の判断材料になると思う。
今後は記載する。参考までに、令和元年度４月時点では、全児童８,１６２人のうち学童利用児は１,６８３人であり、全体の２０.６２パーセントが利用している。令和４年度４月時点では、全児童８,２２７人のうち学童利用児は１,８０２人であり、全体の２１.９パーセントが利用している。コロナ禍であったが、利用率は上がっている状況である。

学童に入れなかった児童はどうなっているのか。
こどもの国の学童保育室で待機児童が８人いるが、全て３年生以上のこどものため、自宅で留守番や習い事をしていることや個人的にこども達をみてもらうところに委託していることが考えられる。しかし、全ての待機児童に戸田第一小学校の学童保育室の利用について打診はしているため、学童の利用に緊急性がなかったと考えられる。また、一時保育制度があるため、必要な場合は戸田第一小学校の学童保育室を利用することも可能である。
【 閉会 】


令和５年５月２４日戸田市児童福祉審議会議事録
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